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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、複数の室内熱交換器、及び複数の室外熱交換器と、
　前記室外熱交換器の一方の接続口、前記圧縮機の吐出口、及び前記圧縮機の吸入口に接
続され、前記圧縮機の吐出口から前記室外熱交換器の一方の接続口へ冷媒が流れる冷媒流
路、又は前記室外熱交換器の一方の接続口から前記圧縮機の吸入口へ冷媒が流れる冷媒流
路に冷媒流路を切り替える複数の室外機側流路切替部と、
　前記室内熱交換器の一方の接続口、前記圧縮機の吐出口、及び前記圧縮機の吸入口に接
続され、前記圧縮機の吐出口から前記室内熱交換器の一方の接続口へ冷媒が流れる冷媒流
路、又は前記室内熱交換器の一方の接続口から前記圧縮機の吸入口へ冷媒が流れる冷媒流
路に冷媒流路を切り替える複数の室内機側流路切替部と、
　前記室外熱交換器の他方の接続口と前記室内熱交換器の他方の接続口とを接続する接続
配管と、
　該接続配管に設けられた減圧装置と、
　一方の端部が該減圧装置と前記室内熱交換器との間の前記接続配管に接続され、他方の
端部が前記圧縮機の圧縮過程に接続され、前記接続配管を流れる冷媒を前記圧縮機の圧縮
過程にインジェクションするインジェクション回路と、
　を備え、
　複数の前記室内熱交換器によって暖房のみ行うことができる全暖房運転モード、複数の
前記室内熱交換器のそれぞれで冷房と暖房を選択でき、冷房負荷に比べて暖房負荷が大き
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い暖房主体モード、複数の前記室内熱交換器によって冷房のみ行うことができる全冷房運
転モード、及び、複数の前記室内熱交換器のそれぞれで冷房と暖房を選択でき、暖房負荷
に比べて冷房負荷が大きい冷房主体モードで運転できる空気調和装置であって、
　前記圧縮機は、第２の圧縮機よりも低圧縮比で効率の良い第１の圧縮機と、該第１の圧
縮機から吐出された冷媒を圧縮する前記第１の圧縮機よりも高圧縮比で効率の良い前記第
２の圧縮機とが直列に接続されて構成され、
　前記インジェクション回路の他方の端部は、
　前記第１の圧縮機と前記第２の圧縮機とを接続する接続配管に接続され、
　前記第１の圧縮機及び前記第２の圧縮機の双方には、該圧縮機の吸入側配管と吐出側配
管とを接続するバイパス回路と、該バイパス回路を開閉するバイパス回路開閉装置と、を
備え、
　全冷房運転モード又は冷房主体運転モードにおいて冷房負荷が所定値以下の状態におい
ては、前記第２の圧縮機の前記バイパス回路に設けられた前記バイパス回路開閉装置を開
いて、前記第２の圧縮機の駆動を停止させ、
　全暖房運転モード又は暖房主体運転モードにおいて暖房負荷が所定値以下の状態におい
ては、前記第１の圧縮機の前記バイパス回路に設けられた前記バイパス回路開閉装置を開
いて、前記第１の圧縮機の駆動を停止させることを特徴とする空気調和装置。
【請求項２】
　冷房対象の空調空間に設けられた前記室内熱交換器と接続された前記室内機側流路切替
部は、前記室内熱交換器の一方の接続口と前記圧縮機の吸入口が接続されるように切り替
えられ、
　暖房対象の空調空間に設けられた前記室内熱交換器と接続された前記室内機側流路切替
部は、前記室内熱交換器の一方の接続口と前記圧縮機の吐出口が接続されるように切り替
えられることを特徴とする請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項３】
　前記インジェクション回路には、前記インジェクション回路を流れる冷媒の流量を制御
するインジェクション回路流量制御装置が設けられていることを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の空気調和装置。
【請求項４】
　前記室外機側流路切替部は、
　前記圧縮機の吐出口と接続され、前記圧縮機の吐出口から前記室外熱交換器の一方の接
続口へ冷媒が流れる冷媒流路を開閉する第１の室外機側開閉装置と、
　前記圧縮機の吸入口に接続され、前記室外熱交換器の一方の接続口から前記圧縮機の吸
入口へ冷媒が流れる冷媒流路を開閉する第２の室外機側開閉装置と、
　を備えたことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の空気調和装置。
【請求項５】
　前記室内機側流路切替部は、
　前記圧縮機の吐出口と接続され、前記圧縮機の吐出口から前記室内熱交換器の一方の接
続口へ冷媒が流れる冷媒流路を開閉する第１の室内機側開閉装置と、
　前記圧縮機の吸入口に接続され、前記室内熱交換器の一方の接続口から前記圧縮機の吸
入口へ冷媒が流れる冷媒流路を開閉する第２の室内機側開閉装置と、
　を備えたことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和装置に関し、特に、複数台の室内熱交換器を備え、冷暖房同時運転が
可能な多室形空気調和装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数台の室内熱交換器を備えた（複数の空調空間の空気調和が可能な）空気調和装置に
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は、室内熱交換器の空調負荷に応じて室外熱交換器の熱交換能力（熱源機の運転能力）を
効率良く変換等するために、複数の室外熱交換器を備えたものが提案されている。このよ
うな複数の室外熱交換器を備えた空気調和装置として、例えば「（Ａ）は熱源機、（Ｂ）
、（Ｃ）、（Ｄ）は後述するように互いに並列接続された室内機でそれぞれ同じ構成とな
っている。（Ｅ）は後述するように、第１の分岐部、第２の流量制御装置、第２の分岐部
、気液分離装置、熱交換部、第３の流量制御装置、第４の流量制御装置を内蔵した中継機
。
（１）は圧縮機、（２）は熱源機の冷媒流通方向を切換える４方弁、（３）は熱源機側熱
交換部、（４）はアキュムレータで、上記機器と接続され、（２０）は上記熱源機側熱交
換部（３）に空気を送風する送風量可変の熱源機側送風機で、これらによって熱源機（Ａ
）は構成される。上記熱源機側熱交換部（３）は互いに並列に接続された第１の熱源機側
熱交換器（４１）、第１の熱源機側熱交換器（４１）と同じ伝熱面積を有する第２の熱源
機側熱交換器（４２）、熱源機側バイパス路（４３）、及び第１の熱源機側熱交換器（４
１）の上記４方弁（２）と接続する側の一端に設けられた第１の電磁開閉弁（４４）、上
記第１の熱源機側熱交換器（４１）の他端に設けられた第２の電磁開閉弁（４５）、上記
第２の熱源機側熱交換器（４２）の上記４方弁（２）と接続する側の一端に設けられた第
３の電磁開閉弁（４６）、上記第２の熱源機側熱交換器（４２）の他端に設けられた第４
の電磁開閉弁（４７）、上記熱源機側バイパス路（４３）の途中に設けられた第５の電磁
開閉弁（４８）によって構成されている。」（例えば特許文献１参照）というものが提案
されている。
【０００３】
【特許文献１】特公平７－９２２９６号公報（第４，５頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の空気調和装置（例えば特許文献１参照）においては、例えば室内等の空調空間の
暖房を行う場合、外気温度が低くなるにつれて、蒸発器として機能する室外熱交換器内の
冷媒蒸発圧力は低下し、圧縮機が吸入する冷媒ガス密度は小さくなる。このため、圧縮機
周波数がその使用範囲の上限となっても冷媒を十分な高圧高温状態に圧縮できなくなる。
また、凝縮器として機能する室内熱交換器内に圧送できる冷媒流量が少なくなる。したが
って、全ての室外熱交換器を作動させても、所望の暖房能力が得られなくなるという課題
があった。
【０００５】
　本発明は上述のような課題を解決するためになされたものであり、低外気温度時でも所
望の暖房能力を維持することができる、冷暖同時運転可能な空気調和装置を得ることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和装置は、圧縮機、複数の室内熱交換器、及び複数の室外熱交換器
と、前記室外熱交換器の一方の接続口、前記圧縮機の吐出口、及び前記圧縮機の吸入口に
接続され、前記圧縮機の吐出口から前記室外熱交換器の一方の接続口へ冷媒が流れる冷媒
流路、又は前記室外熱交換器の一方の接続口から前記圧縮機の吸入口へ冷媒が流れる冷媒
流路に冷媒流路を切り替える複数の室外機側流路切替部と、前記室内熱交換器の一方の接
続口、前記圧縮機の吐出口、及び前記圧縮機の吸入口に接続され、前記圧縮機の吐出口か
ら前記室内熱交換器の一方の接続口へ冷媒が流れる冷媒流路、又は前記室内熱交換器の一
方の接続口から前記圧縮機の吸入口へ冷媒が流れる冷媒流路に冷媒流路を切り替える複数
の室内機側流路切替部と、前記室外熱交換器の他方の接続口と前記室内熱交換器の他方の
接続口とを接続する接続配管と、該接続配管に設けられた減圧装置と、一方の端部が該減
圧装置と前記室内熱交換器との間の前記接続配管に接続され、他方の端部が前記圧縮機の
圧縮過程に接続され、前記接続配管を流れる冷媒を前記圧縮機の圧縮過程にインジェクシ
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ョンするインジェクション回路と、を備え、複数の前記室内熱交換器によって暖房のみ行
うことができる全暖房運転モード、複数の前記室内熱交換器のそれぞれで冷房と暖房を選
択でき、冷房負荷に比べて暖房負荷が大きい暖房主体モード、複数の前記室内熱交換器に
よって冷房のみ行うことができる全冷房運転モード、及び、複数の前記室内熱交換器のそ
れぞれで冷房と暖房を選択でき、暖房負荷に比べて冷房負荷が大きい冷房主体モードで運
転できる空気調和装置であって、前記圧縮機は、第２の圧縮機よりも低圧縮比で効率の良
い第１の圧縮機と、該第１の圧縮機から吐出された冷媒を圧縮する前記第１の圧縮機より
も高圧縮比で効率の良い前記第２の圧縮機とが直列に接続されて構成され、前記インジェ
クション回路の他方の端部は、前記第１の圧縮機と前記第２の圧縮機とを接続する接続配
管に接続され、前記第１の圧縮機及び前記第２の圧縮機の双方には、該圧縮機の吸入側配
管と吐出側配管とを接続するバイパス回路と、該バイパス回路を開閉するバイパス回路開
閉装置と、を備え、全冷房運転モード又は冷房主体運転モードにおいて冷房負荷が所定値
以下の状態においては、前記第２の圧縮機の前記バイパス回路に設けられた前記バイパス
回路開閉装置を開いて、前記第２の圧縮機の駆動を停止させ、全暖房運転モード又は暖房
主体運転モードにおいて暖房負荷が所定値以下の状態においては、前記第１の圧縮機の前
記バイパス回路に設けられた前記バイパス回路開閉装置を開いて、前記第１の圧縮機の駆
動を停止させるものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明においては、インジェクション回路を介して圧縮機の圧縮過程に冷媒をインジェ
クションすることができるので、低外気温度時においても、圧縮機は冷媒を高圧高温状態
に圧縮することができる。このため、凝縮器として機能する室内熱交換器内に十分な量の
冷媒を圧送することができる。したがって、低外気温度時でも所望の暖房能力を維持する
ことができる、冷暖同時運転可能な空気調和装置を得ることができる。
　また、本発明においては、全冷房運転モード又は冷房主体運転モードにおいて冷房負荷
が所定値以下の状態の場合、高圧側の第２の圧縮機の駆動を停止させ、低圧側の第１の圧
縮機のみを駆動させる。つまり、低圧縮比で効率の良い第１の圧縮機のみを駆動させる。
また、全暖房運転モード又は暖房主体運転モードにおいて暖房負荷が所定値以下の状態の
場合、低圧側の第１の圧縮機の駆動を停止させ、高圧側の第２の圧縮機のみを駆動させる
。つまり、高圧縮比で効率の良い第２の圧縮機のみを駆動させる。このため、本発明は、
空気調和装置の運転効率を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の一例を示す冷媒回路図である。
　空気調和装置１００は、室外機１及び複数の室内機７０で構成されている。本実施の形
態１では２台の室内機（室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂ）で構成されている。
【０００９】
　室外機１は、圧縮機２、減圧装置であるＬＥＶ６（Ｌｉｎｅａｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃ　Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ　Ｖａｌｖｅ）、室外熱交換器１０ａ、室外熱交換器１０ｂ、室
外機側流路切替部３０ａ、室外機側流路切替部３０ｂ、及びインジェクション回路４０等
から構成されている。なお、ＬＥＶとは開度がコントロールできるリニア膨張弁を示す。
【００１０】
　本実施の形態１では、圧縮機２は、複数の圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂが配管２０で直列
に接続されて構成されている。圧縮機２ａは、低圧縮比で効率の良い容量可変な圧縮機で
あり、吸入した低圧の冷媒を中圧に圧縮して吐出する。圧縮機２ｂは、高圧縮比で効率の
良い容量可変な圧縮機であり、吸入した中圧の冷媒を高圧に圧縮して吐出する。
　なお、減圧装置は、ＬＥＶに限らず、例えばＥＥＶ　（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｘｐ
ａｎｓｉｏｎ　Ｖａｌｖｅ）等を用いてもよい。
【００１１】
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　圧縮機２ｂの吐出口には配管２１ａが接続されている。この配管２１ａは、分岐部２１
ｂで、室外機側分岐配管２１ｃと室内機側分岐配管２１ｄとに分岐されている。また、室
外機側分岐配管２１ｃは２つに分岐し、それぞれの端部が室外機側流路切替部３０ａ及び
室外機側流路切替部３０ｂと接続されている。
　圧縮機２ａの吸入口には配管２２ａが接続されている。この配管２２ａは、分岐部２２
ｂで、室外機側分岐配管２２ｃと室内機側分岐配管２２ｄとに分岐されている。また、室
外機側分岐配管２２ｃは２つに分岐し、それぞれの端部が室外機側流路切替部３０ａ及び
室外機側流路切替部３０ｂと接続されている。
【００１２】
　室外機側分岐配管２１ｃ及び室外機側分岐配管２２ｃと接続された室外機側流路切替部
３０ａは、配管２３ａを介して室外熱交換器１０ａの接続口１１ａと接続されている。ま
た、室外熱交換器１０ａの近傍には、室外熱交換器１０ａへ外気を送風するファン５ａが
設けられている。
　室外機側分岐配管２１ｃ及び室外機側分岐配管２２ｃと接続された室外機側流路切替部
３０ｂは、配管２３ｂを介して室外熱交換器１０ｂの接続口１１ｂと接続されている。ま
た、室外熱交換器１０ｂの近傍には、室外熱交換器１０ｂへ外気を送風するファン５ｂが
設けられている。
【００１３】
　つまり、室外機側流路切替部３０ａを切り替えることにより、圧縮機２ｂの吐出口から
室外熱交換器１０ａへ冷媒が流れる冷媒流路と、室外熱交換器１０ａから圧縮機２ａの吸
入口へ冷媒が流れる冷媒流路とを切り替えることができる。また、室外機側流路切替部３
０ｂを切り替えることにより、圧縮機２ｂの吐出口から室外熱交換器１０ｂへ冷媒が流れ
る冷媒流路と、室外熱交換器１０ｂから圧縮機２ａの吸入口へ冷媒が流れる冷媒流路とを
切り替えることができる。
【００１４】
　より詳しくは、室外機側流路切替部３０ａは、第１電磁弁３１ａ及び第２電磁弁３２ａ
で構成されている。第１電磁弁３１ａは室外機側分岐配管２１ｃと接続されている。第２
電磁弁３２ａは室外機側分岐配管２２ｃと接続されている。そして、第１電磁弁３１ａ及
び第２電磁弁３２ａは、配管２３ａを介して室外熱交換器１０ａの接続口１１ａと接続さ
れている。第１電磁弁３１ａ又は第２電磁弁３２ａの一方を開状態とし、第１電磁弁３１
ａ又は第２電磁弁３２ａの他方を閉状態とすることにより、圧縮機２ｂの吐出口から室外
熱交換器１０ａへ冷媒が流れる冷媒流路と、室外熱交換器１０ａから圧縮機２ａの吸入口
へ冷媒が流れる冷媒流路とを切り替えることができる。なお、第１電磁弁３１ａ及び第２
電磁弁３２ａは、１つの三方弁で構成してもよい。
【００１５】
　また、室外機側流路切替部３０ｂは、第１電磁弁３１ｂ及び第２電磁弁３２ｂで構成さ
れている。第１電磁弁３１ｂは室外機側分岐配管２１ｃと接続されている。第２電磁弁３
２ｂは室外機側分岐配管２２ｃと接続されている。そして、第１電磁弁３１ｂ及び第２電
磁弁３２ｂは、配管２３ｂを介して室外熱交換器１０ｂの接続口１１ｂと接続されている
。第１電磁弁３１ｂ又は第２電磁弁３２ｂの一方を開状態とし、第１電磁弁３１ｂ又は第
２電磁弁３２ｂの他方を閉状態とすることにより、圧縮機２ｂの吐出口から室外熱交換器
１０ｂへ冷媒が流れる冷媒流路と、室外熱交換器１０ｂから圧縮機２ａの吸入口へ冷媒が
流れる冷媒流路とを切り替えることができる。なお、第１電磁弁３１ｂ及び第２電磁弁３
２ｂは、１つの三方弁で構成してもよい。
　ここで、第１電磁弁３１ａ及び第１電磁弁３１ｂが第１の室外機側開閉装置に相当し、
第２電磁弁３２ａ及び第２電磁弁３２ｂが第２の室外機側開閉装置に相当する。
【００１６】
　室外熱交換器１０ａの接続口１２ａは、配管２４ａと接続されている。室外熱交換器１
０ｂの接続口１２ｂは、配管２４ｂと接続されている。また、配管２４ａと配管２４ｂと
は、分岐部２４ｃで合流し、配管２５と接続されている。この配管２５は、配管途中にＬ



(6) JP 5506185 B2 2014.5.28

10

20

30

40

50

ＥＶ６が設けられており、分岐部２６に接続されている。
【００１７】
　分岐部２６と圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂを接続する配管２０との間には、インジェクシ
ョン回路４０が接続されている。このインジェクション回路４０には、配管２５を流れる
冷媒とインジェクション回路４０を流れる冷媒とが熱交換する内部熱交換器３４が設けら
れている。また、このインジェクション回路４０には、分岐部２６と内部熱交換器３４と
の間にＬＥＶ４１が設けられており、内部熱交換器３４と配管２０との間にＬＥＶ４２が
設けられている。ＬＥＶ４２は、インジェクション回路４０を流れる冷媒の流量を制御す
るものであり、インジェクション回路流量制御装置に相当する。また、インジェクション
回路４０の内部熱交換器３４とＬＥＶ４２には、配管２７を介して、圧縮機２ａの吸入側
配管である配管２２ａが接続されている。配管２７には電磁弁７が設けられている。
【００１８】
　また、圧縮機２ａには、圧縮機２ａの吸入側配管である配管２２ａと圧縮機２ａの吐出
側配管である配管２０とを接続するバイパス回路４５ａが設けられている。このバイパス
回路４５ａには、バイパス回路４５ａを開閉するための電磁弁４６ａが設けられている。
　また、圧縮機２ｂには、圧縮機２ｂの吸入側配管である配管２０と圧縮機２ｂの吐出側
配管である配管２１ａとを接続するバイパス回路４５ｂが設けられている。このバイパス
回路４５ｂには、バイパス回路４５ｂを開閉するための電磁弁４６ｂが設けられている。
　ここで、電磁弁４６ａ及び電磁弁４６ｂが、バイパス回路開閉装置に相当する。
【００１９】
　上記の室外機１を構成する冷媒回路には、冷媒回路を流れる冷媒の圧力を検知するため
、例えば圧力センサ等の圧力検知装置５１、圧力検知装置５２及び圧力検知装置５３が設
けられている。圧力検知装置５１は、圧縮機２ｂの吐出側配管である配管２１ａに設けら
れている。圧力検知装置５２は、圧縮機２ａの吸入側配管である配管２２ａ（より詳しく
は、配管２７の接続部と圧縮機２ａとの間の配管２２ａ）に設けられている。圧力検知装
置５３は、配管２５のＬＥＶ６と内部熱交換器３４との間に設けられている。
【００２０】
　また、上記の室外機１を構成する冷媒回路には、冷媒回路を流れる冷媒の温度を検知す
るため、例えば温度センサ等の温度検知装置６１、温度検知装置６２ａ、温度検知装置６
２ｂ及び温度検知装置６３も設けられている。温度検知装置６１は、圧縮機２ｂの吐出側
配管である配管２１ａに設けられている。温度検知装置６２ａは、室外熱交換器１０ａと
接続された配管２４ａに設けられている。温度検知装置６２ｂは、室外熱交換器１０ｂと
接続された配管２４ｂに設けられている。温度検知装置６３は、インジェクション回路４
０（より詳しくは、配管２７の接続部と内部熱交換器３４との間のインジェクション回路
４０）に設けられている。
【００２１】
　室内機７０Ａは、室内熱交換器７１Ａ、及び室内熱交換器７１Ａを流れる冷媒の流量を
制御するＬＥＶ７３Ａ等から構成されている。室内機７０Ｂは、室内熱交換器７１Ｂ、及
び室内熱交換器７１Ｂを流れる冷媒の流量を制御するＬＥＶ７３Ｂ等から構成されている
。
【００２２】
　室内熱交換器７１Ａは、その近傍に室内熱交換器７１Ａへ室内等の空調空間の空気を送
風するファン７２Ａが設けられている。この室内熱交換器７１Ａは、接続口７６Ａが室内
機側流路切替部８０Ａと接続されている。また、この室内機側流路切替部８０Ａは、室内
機側分岐配管２１ｄ及び室内機側分岐配管２２ｄと接続されている。
　室内熱交換器７１Ｂは、その近傍に室内熱交換器７１Ｂへ室内等の空調空間の空気を送
風するファン７２Ｂが設けられている。室内熱交換器７１Ｂは、接続口７６Ｂが室内機側
流路切替部８０Ｂと接続されている。また、この室内機側流路切替部８０Ｂは、室内機側
分岐配管２１ｄ及び室内機側分岐配管２２ｄと接続されている。
【００２３】
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　つまり、室内機側流路切替部８０Ａを切り替えることにより、圧縮機２ｂの吐出口から
室内熱交換器７１Ａへ冷媒が流れる冷媒流路と、室内熱交換器７１Ａから圧縮機２ａの吸
入口へ冷媒が流れる冷媒流路とを切り替えることができる。また、室内機側流路切替部８
０Ｂを切り替えることにより、圧縮機２ｂの吐出口から室内熱交換器７１Ｂへ冷媒が流れ
る冷媒流路と、室内熱交換器７１Ｂから圧縮機２ａの吸入口へ冷媒が流れる冷媒流路とを
切り替えることができる。
【００２４】
　より詳しくは、室内機側流路切替部８０Ａは、第１電磁弁８１Ａ及び第２電磁弁８２Ａ
で構成されている。第１電磁弁８１Ａは室内機側分岐配管２１ｄと接続されている。第２
電磁弁８２Ａは室内機側分岐配管２２ｄと接続されている。そして、第１電磁弁８１Ａ及
び第２電磁弁８２Ａは、配管を介して室内熱交換器７１Ａの接続口７６Ａと接続されてい
る。第１電磁弁８１Ａ又は第２電磁弁８２Ａの一方を開状態とし、第１電磁弁８１Ａ又は
第２電磁弁８２Ａの他方を閉状態とすることにより、圧縮機２ｂの吐出口から室内熱交換
器７１Ａへ冷媒が流れる冷媒流路と、室内熱交換器７１Ａから圧縮機２ａの吸入口へ冷媒
が流れる冷媒流路とを切り替えることができる。なお、第１電磁弁８１Ａ及び第２電磁弁
８２Ａは、１つの三方弁で構成してもよい。
【００２５】
　また、室内機側流路切替部８０Ｂは、第１電磁弁８１Ｂ及び第２電磁弁８２Ｂで構成さ
れている。第１電磁弁８１Ｂは室内機側分岐配管２１ｄと接続されている。第２電磁弁８
２Ｂは室内機側分岐配管２２ｄと接続されている。そして、第１電磁弁８１Ｂ及び第２電
磁弁８２Ｂは、配管を介して室内熱交換器７１Ｂの接続口７６Ｂと接続されている。第１
電磁弁８１Ｂ又は第２電磁弁８２Ｂの一方を開状態とし、第１電磁弁８１Ｂ又は第２電磁
弁８２Ｂの他方を閉状態とすることにより、圧縮機２ｂの吐出口から室内熱交換器７１Ｂ
へ冷媒が流れる冷媒流路と、室内熱交換器７１Ｂから圧縮機２ａの吸入口へ冷媒が流れる
冷媒流路とを切り替えることができる。なお、第１電磁弁８１Ｂ及び第２電磁弁８２Ｂは
、１つの三方弁で構成してもよい。
　ここで、第１電磁弁８１Ａ及び第１電磁弁８１Ｂが第１の室内機側開閉装置に相当し、
第２電磁弁８２Ａ及び第２電磁弁８２Ｂが第２の室内機側開閉装置に相当する。
【００２６】
　室内熱交換器７１Ａの接続口７７Ａは、ＬＥＶ７３Ａが設けられた配管９１Ａと接続さ
れている。室内熱交換器７１Ｂの接続口７７Ｂは、ＬＥＶ７３Ｂが設けられた配管９１Ｂ
と接続されている。また、配管９１Ａと配管９１Ｂとは、分岐部９１Ｃで合流し、配管９
２と接続されている。この配管９２は、分岐部２６を介してインジェクション回路４０に
接続されている。
【００２７】
　また、上記の室内機７０Ａを構成する冷媒回路には、冷媒回路を流れる冷媒の温度を検
知するため、例えば温度センサ等の温度検知装置７４Ａ及び温度検知装置７５Ａが設けら
れている。温度検知装置７４Ａは、室内熱交換器７１Ａの接続口７６Ａと接続されている
配管に設けられている。温度検知装置７５Ａは、室内熱交換器７１Ａの接続口７７Ａと接
続されている配管９１Ａに設けられている。
【００２８】
　同様に、上記の室内機７０Ｂを構成する冷媒回路には、冷媒回路を流れる冷媒の温度を
検知するため、例えば温度センサ等の温度検知装置７４Ｂ及び温度検知装置７５Ｂが設け
られている。温度検知装置７４Ｂは、室内熱交換器７１Ｂの接続口７６Ｂと接続されてい
る配管に設けられている。温度検知装置７５Ｂは、室内熱交換器７１Ｂの接続口７７Ｂと
接続されている配管９１Ｂに設けられている。
【００２９】
（運転動作）
　次に、本実施の形態１における空気調和装置１００の運転動作について説明する。空気
調和装置１００の運転動作には、全暖房運転モード、暖房主体運転モード、全冷房運転モ
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ード、及び冷房主体運転モードの４つのモードがある。
　全暖房運転モードとは、室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂは暖房のみが可能な運転モード
である。暖房主体運転モードは、室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂのそれぞれが冷房運転と
暖房運転を選択できる運転モードであり、冷房負荷に比べて暖房負荷が大きいときに使用
するモードである。全冷房運転モードとは、室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂは冷房のみが
可能な運転モードである。冷房主体運転モードは、室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂのそれ
ぞれが冷房運転と暖房運転を選択できる運転モードであり、暖房負荷に比べて冷房負荷が
大きいときに使用するモードである。
【００３０】
（全暖房運転モード）
　まず、全暖房運転モードについて説明する。
　図２は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の全暖房運転モードの冷媒流れを表
す冷媒回路図である。
【００３１】
　室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂの全てが暖房運転を行う場合、室外機側流路切替部３０
ａの第２電磁弁３２ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂ、室内機側流路切
替部８０Ａの第１電磁弁８１Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂは開
いた状態となっている。電磁弁７、室外機側流路切替部３０ａの第１電磁弁３１ａ、室外
機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第２電磁弁８２
Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第２電磁弁８２Ｂは閉じた状態となっている。
　なお、バイパス回路４５ａの電磁弁４６ａやバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂは、圧
縮機２の容量に応じて開閉させることとなる。ここでは、バイパス回路４５ａの電磁弁４
６ａ及びバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂを閉じた状態で説明する。バイパス回路４５
ａの電磁弁４６ａ及びバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂの動作の詳細は、実施の形態２
で後述する。
【００３２】
　低圧低温の蒸気状冷媒は圧縮機２ａにより圧縮され、中圧の蒸気状冷媒となって配管２
０に吐出される。この中圧の蒸気状冷媒は圧縮機２ｂにより圧縮され、高圧高温の蒸気状
冷媒となって配管２１ａに吐出される。圧縮機２ｂから吐出された高圧高温の蒸気状冷媒
は、配管２１ａ及び室内機側分岐配管２１ｄを通り、室内機側流路切替部８０Ａ及び室内
機側流路切替部８０Ｂのそれぞれに流入する。
【００３３】
　室内機側流路切替部８０Ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁８１Ａを通
り、室内熱交換器７１Ａに流入する。そして、ファン７２Ａから送られる空調空間の空気
に放熱しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７１Ａ（
室内機７０Ａ）が設置されている空調空間の暖房をする。室内熱交換器７１Ａを出た高圧
の液状冷媒は、ＬＥＶ７３Ａに流入する。そして、ＬＥＶ７３Ａで減圧されて二相状態の
冷媒となり、配管９１Ａに流入する。なお本実施の形態１では、圧力検知装置５１の検知
値より求められる飽和液温度から温度検知装置７５Ａの検知値を引いた値であるサブクー
ル値が一定（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ７３Ａの開度は制御されている。
【００３４】
　また、室内機側流路切替部８０Ｂに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁８１
Ｂを通り、室内熱交換器７１Ｂに流入する。そして、ファン７２Ｂから送られる空調空間
の空気に放熱しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７
１Ｂ（室内機７０Ｂ）が設置されている空調空間の暖房をする。室内熱交換器７１Ｂを出
た高圧の液状冷媒は、ＬＥＶ７３Ｂに流入する。そして、ＬＥＶ７３Ｂで減圧されて二相
状態の冷媒となり、配管９１Ｂに流入する。なお本実施の形態１では、圧力検知装置５１
の検知値より求められる飽和液温度から温度検知装置７５Ｂの検知値を引いた値であるサ
ブクール値が一定（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ７３Ｂの開度は制御されている
。
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【００３５】
　ＬＥＶ７３Ａを出た（配管９１Ａに流入した）二相冷媒とＬＥＶ７３Ｂを出た（配管９
１Ｂに流入した）二相冷媒とは、分岐部９１Ｃで合流し、配管９２に流入する。そして、
配管９２に流入した二相冷媒は、分岐部２６で分岐され、配管２５とインジェクション回
路４０とに流入する。
【００３６】
　配管２５に流入した二相冷媒は、内部熱交換器３４に流入する。そして、インジェクシ
ョン回路４０を流れる二相冷媒により冷却され、ＬＥＶ６に流入する。ＬＥＶ６に流入し
た低温の二相冷媒は、所定の圧力に減圧され、分岐部２４ｃに流入する。なお本実施の形
態１では、圧力検知装置５３の検知値が一定の値（例えば１．４ＭＰａ）となるように、
ＬＥＶ６は制御されている。
【００３７】
　分岐部２４ｃに流入した低圧低温の二相冷媒は、配管２４ａと配管２４ｂとに分岐され
、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂのそれぞれに流入する。
　室外熱交換器１０ａに流入した低圧低温の二相冷媒は、ファン５ａから送られる外気か
ら吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。室外熱交換器１０ａを出た低圧の蒸気
状冷媒は、室外機側流路切替部３０ａに流入する。室外機側流路切替部３０ａに流入した
低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁３２ａを通って、室外機側分岐配管２２ｃに流入する。
【００３８】
　また、室外熱交換器１０ｂに流入した低圧低温の二相冷媒は、ファン５ｂから送られる
外気から吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。室外熱交換器１０ｂを出た低圧
の蒸気状冷媒は、室外機側流路切替部３０ｂに流入する。室外機側流路切替部３０ｂに流
入した低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁３２ｂを通って室外機側分岐配管２２ｃに流入し
、室外機側流路切替部３０ａから流出した低圧の蒸気状冷媒と合流する。
【００３９】
　室外機側分岐配管２２ｃに流入した低圧の蒸気状冷媒は、分岐部２２ｂ及び配管２２ａ
を通り、圧縮機２ｂに吸入される。
【００４０】
　一方、インジェクション回路４０に流入した二相冷媒は、ＬＥＶ４１で減圧されて中圧
の二相冷媒となり、内部熱交換器３４に流入する。そして、配管２５を流れる二相冷媒か
ら吸熱して蒸発し、中圧の蒸気状冷媒となる。なお本実施の形態１では、圧縮機２ｂの吐
出側のスーパーヒートが所定の温度（運転条件により異なる）となるように、ＬＥＶ４１
の開度は制御されている。圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートとは、温度検知装置６１
の検知値から圧力検知装置５１の検知値より求められる飽和ガス温度を引いた値である。
　ＬＥＶ４１を出た中圧の蒸気状冷媒は、所定の開度に制御されたＬＥＶ４２を通り、圧
縮機２の圧縮過程（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）に流入する（インジ
ェクションされる）。
【００４１】
　なお、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量
は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求めら
れる飽和温度が一定の値となるように制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２
ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値か
ら求められる飽和温度が５０℃、圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となる
ように制御されている。なお、これら飽和温度は、飽和液温度と飽和ガス温度の平均値を
示している。
【００４２】
（暖房主体運転モード）
　次に、暖房主体運転モードについて説明する。
　図３は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の暖房主体運転モードの冷媒流れを
表す冷媒回路図である。
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【００４３】
　室内機７０Ａが暖房運転を行い、室内機７０Ｂが冷房運転を行う場合について説明する
。室外機側流路切替部３０ａの第２電磁弁３２ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第２電磁
弁３２ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第１電磁弁８１Ａ、及び室内機側流路切替部８０
Ｂの第２電磁弁８２Ｂは開いた状態となっている。電磁弁７、室外機側流路切替部３０ａ
の第１電磁弁３１ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂ、室内機側流路切替
部８０Ａの第２電磁弁８２Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂは閉じ
た状態となっている。
　なお、バイパス回路４５ａの電磁弁４６ａやバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂは、圧
縮機２の容量に応じて開閉させることとなる。ここでは、バイパス回路４５ａの電磁弁４
６ａ及びバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂを閉じた状態で説明する。
【００４４】
　低圧低温の蒸気状冷媒は圧縮機２ａにより圧縮され、中圧の蒸気状冷媒となって配管２
０に吐出される。この中圧の蒸気状冷媒は圧縮機２ｂにより圧縮され、高圧高温の蒸気状
冷媒となって配管２１ａに吐出される。圧縮機２ｂから吐出された高圧高温の蒸気状冷媒
は、配管２１ａ及び室内機側分岐配管２１ｄを通り、室内機側流路切替部８０Ａに流入す
る。
【００４５】
　室内機側流路切替部８０Ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁８１Ａを通
り、室内熱交換器７１Ａに流入する。そして、ファン７２Ａから送られる空調空間の空気
に放熱しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７１Ａ（
室内機７０Ａ）が設置されている空調空間の暖房をする。室内熱交換器７１Ａを出た高圧
の液状冷媒は、ＬＥＶ７３Ａに流入する。そして、ＬＥＶ７３Ａで減圧されて二相状態の
冷媒となり、配管９１Ａに流入する。なお本実施の形態１では、圧力検知装置５１の検知
値より求められる飽和液温度から温度検知装置７５Ａの検知値を引いた値であるサブクー
ル値が一定（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ７３Ａは制御されている。
【００４６】
　ＬＥＶ７３Ａを出た（配管９１Ａに流入した）二相冷媒は、分岐部９１Ｃで分岐され、
配管９１Ｂと配管９２に流入する。
【００４７】
　室内機側流路切替部８０Ａから配管９１Ｂに流入した二相冷媒は、ＬＥＶ７３Ｂに流入
して減圧され、低圧低温の二相冷媒となる。ＬＥＶ７３Ｂから出た低圧低温の二相冷媒は
、室内熱交換器７１Ｂに流入する。そして、ファン７２Ｂから送られる空調空間の空気か
ら吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７１Ｂ（室内機
７０Ｂ）が設置されている空調空間の冷房をする。室内機側流路切替部８０Ｂを出た低圧
の蒸気状冷媒は、室内機側流路切替部８０Ｂに流入する。室内機側流路切替部８０Ｂに流
入した低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁８２Ｂ及び室内機側分岐配管２２ｄを通って、室
内機側分岐配管２２ｄに流入する。なお本実施の形態１では、温度検知装置７４Ｂの検知
値から温度検知装置７５Ｂの検知値を引いたスーパーヒート値が一定（例えば５）となる
ように、ＬＥＶ７３Ｂの開度は制御されている。
【００４８】
　室内機側流路切替部８０Ａから配管９２に流入した二相冷媒は、分岐部２６で分岐され
、配管２５とインジェクション回路４０とに流入する。
【００４９】
　配管２５に流入した二相冷媒は、内部熱交換器３４に流入する。そして、インジェクシ
ョン回路４０を流れる二相冷媒により冷却され、ＬＥＶ６に流入する。ＬＥＶ６に流入し
た低温の二相冷媒は、所定の圧力に減圧され、分岐部２４ｃに流入する。なお本実施の形
態１では、圧力検知装置５３の検知値が一定の値（例えば１．４ＭＰａ）となるように、
ＬＥＶ６は制御されている。
【００５０】
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　分岐部２４ｃに流入した低圧低温の二相冷媒は、配管２４ａと配管２４ｂとに分岐され
、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂのそれぞれに流入する。
　室外熱交換器１０ａに流入した低圧低温の二相冷媒は、ファン５ａから送られる外気か
ら吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。室外熱交換器１０ａを出た低圧の蒸気
状冷媒は、室外機側流路切替部３０ａに流入する。室外機側流路切替部３０ａに流入した
低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁３２ａを通って、室外機側分岐配管２２ｃに流入する。
【００５１】
　また、室外熱交換器１０ｂに流入した低圧低温の二相冷媒は、ファン５ｂから送られる
外気から吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。室外熱交換器１０ｂを出た低圧
の蒸気状冷媒は、室外機側流路切替部３０ｂに流入する。室外機側流路切替部３０ｂに流
入した低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁３２ｂを通って室外機側分岐配管２２ｃに流入し
、室外機側流路切替部３０ａから流出した低圧の蒸気状冷媒と合流する。
【００５２】
　室外機側分岐配管２２ｃに流入した低圧の蒸気状冷媒は、室内機側分岐配管２２ｄで、
室内熱交換器７１Ｂから流出した低圧の蒸気状冷媒と合流する。そして、この低圧の蒸気
状冷媒は、配管２２ａを通って圧縮機２ｂに吸入される。
【００５３】
　一方、インジェクション回路４０に流入した二相冷媒は、ＬＥＶ４１で減圧されて中圧
の二相冷媒となり、内部熱交換器３４に流入する。そして、配管２５を流れる二相冷媒か
ら吸熱して蒸発し、中圧の蒸気状冷媒となる。なお本実施の形態１では、圧縮機２ｂの吐
出側のスーパーヒートが所定の温度（運転条件により異なる）となるように、ＬＥＶ４１
は制御されている。
　ＬＥＶ４１を出た中圧の蒸気状冷媒は、所定の開度に制御されたＬＥＶ４２を通り、圧
縮機２の圧縮過程（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）に流入する（インジ
ェクションされる）。
【００５４】
　なお、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量
は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求めら
れる飽和温度が一定の値となるように制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２
ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値か
ら求められる飽和温度が５０℃、圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となる
ように制御されている。なお、これら飽和温度は、飽和液温度と飽和ガス温度の平均値を
示している。
【００５５】
　ここで、圧力検知装置５２の検知値から求められる飽和温度が高い場合、室外熱交換器
の熱交換能力を抑えてもよいので、２つの室外熱交換器のうち一方を使用しないようにし
ておいてもよい。
　図４は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の暖房主体運転モードにおける別の
冷媒流れの一例を表す冷媒回路図である。例えば、図４に示すように、室外機側流路切替
部３０ａの第２電磁弁３２ａを閉じることにより、室外熱交換器１０ｂにのみ冷媒を流し
てもよい。また、例えば、室外機側流路切替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂを閉じることに
より、室外熱交換器１０ａにのみ冷媒を流してもよい（図示せず）。
【００５６】
（全冷房運転モード）
　次に、全冷房運転モードについて説明する。
　図５は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の全冷房運転モードの冷媒流れを表
す冷媒回路図である。
【００５７】
　室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂの全てが冷房運転を行う場合、電磁弁７、室外機側流路
切替部３０ａの第１電磁弁３１ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂ、室内
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機側流路切替部８０Ａの第２電磁弁８２Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第２電磁弁
８２Ｂは開いた状態となっている。室外機側流路切替部３０ａの第２電磁弁３２ａ、室外
機側流路切替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第１電磁弁８１
Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂは閉じた状態となっている。
　なお、バイパス回路４５ａの電磁弁４６ａやバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂは、圧
縮機２の容量に応じて開閉させることとなる。ここでは、バイパス回路４５ａの電磁弁４
６ａ及びバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂを閉じた状態で説明する。
【００５８】
　低圧低温の蒸気状冷媒は圧縮機２ａにより圧縮され、中圧の蒸気状冷媒となって配管２
０に吐出される。この中圧の蒸気状冷媒は圧縮機２ｂにより圧縮され、高圧高温の蒸気状
冷媒となって配管２１ａに吐出される。圧縮機２ｂから吐出された高圧高温の蒸気状冷媒
は、配管２１ａ及び室外機側分岐配管２１ｃを通り、室外機側流路切替部３０ａ及び室外
機側流路切替部３０ｂのそれぞれに流入する。
【００５９】
　室外機側流路切替部３０ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁３１ａを通
り、室外熱交換器１０ａに流入する。そして、ファン５ａから送られる外気に放熱しなが
ら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。室外熱交換器１０ａを出た高圧の液状冷媒は
、配管２４ａに流入する。
　また、室外機側流路切替部３０ｂに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁３１
ｂを通り、室外熱交換器１０ｂに流入する。そして、ファン５ｂから送られる外気に放熱
しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。室外熱交換器１０ｂを出た高圧の液状
冷媒は、配管２４ｂに流入する。
【００６０】
　室外熱交換器１０ａを出た（配管２４ａに流入した）高圧低温の液状冷媒と室外熱交換
器１０ｂを出た（配管２４ｂに流入した）高圧低温の液状冷媒とは、分岐部２４ｃで合流
し、配管２５に流入する。配管２５に流入した高圧低温の液状冷媒は、ＬＥＶ６を通って
内部熱交換器３４に流入する。そして、インジェクション回路４０を流れる二相冷媒によ
り冷却され、分岐部２６に流入する。なお、本実施の形態１ではＬＥＶ６の開度を全開と
している。
【００６１】
　分岐部２６に流入した高圧低温の液状冷媒は、分岐され、配管９２とインジェクション
回路４０とに流入する。配管９２に流入した高圧低温の液状冷媒は、分岐部９１Ｃで分岐
され、ＬＥＶ７３Ａ及びＬＥＶ７３Ｂのそれぞれに流入する。
【００６２】
　ＬＥＶ７３Ａに流入した高圧低温の液状冷媒は、減圧されて低圧低温の二相冷媒となり
、室内熱交換器７１Ａに流入する。そして、ファン７２Ａから送られる空調空間の空気か
ら吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７１Ａ（室内機
７０Ａ）が設置されている空調空間の冷房をする。室内熱交換器７１Ａを出た低圧の蒸気
状冷媒は、室内機側流路切替部８０Ａに流入する。室内機側流路切替部８０Ａに流入した
低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁８２Ａを通り、室内機側分岐配管２２ｄに流入する。な
お本実施の形態１では、温度検知装置７４Ａの検知値から温度検知装置７５Ａの検知値を
引いた値であるスーパーヒート値が一定（例えば５℃）となるように、ＬＥＶ７３Ａの開
度は制御されている。
【００６３】
　また、ＬＥＶ７３Ｂに流入した高圧低温の液状冷媒は、減圧されて低圧低温の二相冷媒
となり、室内熱交換器７１Ｂに流入する。そして、ファン７２Ｂから送られる空調空間の
空気から吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７１Ｂ（
室内機７０Ｂ）が設置されている空調空間の冷房をする。室内熱交換器７１Ｂを出た低圧
の蒸気状冷媒は、室内機側流路切替部８０Ｂに流入する。室内機側流路切替部８０Ｂに流
入した低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁８２Ｂを通り、室内機側分岐配管２２ｄに流入す
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る。なお本実施の形態１では、温度検知装置７４Ｂの検知値から温度検知装置７５Ｂの検
知値を引いた値であるスーパーヒート値が一定（例えば５℃）となるように、ＬＥＶ７３
Ｂの開度は制御されている。
【００６４】
　室内機側流路切替部８０Ａを出た低圧の蒸気状冷媒と室内機側流路切替部８０Ｂを出た
低圧の蒸気状冷媒とは、室内機側分岐配管２２ｄで合流し、分岐部２２ｂ及び配管２２ａ
を通り、圧縮機２ｂに吸入される。
【００６５】
　一方、インジェクション回路４０に流入した高圧低温の液状冷媒は、ＬＥＶ４１で減圧
されて中圧低温の二相冷媒となり、内部熱交換器３４に流入する。そして、配管２５を流
れる高圧低温の液状冷媒から吸熱して蒸発し、中圧の蒸気状冷媒となる。内部熱交換器３
４を出た中圧の蒸気状冷媒は、配管２７及び電磁弁７を通って配管２２ａを流れる低圧の
蒸気状冷媒と合流し、圧縮機２ｂに吸入される。なお本実施の形態１では、温度検知装置
６２（温度検知装置６２ａ及び温度検知装置６２ｂの少なくとも一方）の検知値から圧力
検知装置５２より求められる飽和ガス温度を引いた値であるスーパーヒートが所定の温度
（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ４１は制御されている。また、ＬＥＶ４２の開度
は閉状態となっている。
【００６６】
　なお、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量
は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求めら
れる飽和温度が一定の値となるように制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２
ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値か
ら求められる飽和温度が４５℃、圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となる
ように制御されている。なお、これら飽和温度は、飽和液温度と飽和ガス温度の平均値を
示している。
【００６７】
（冷房主体運転モード）
　次に、冷房主体運転モードについて説明する。
　図６は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の冷房主体運転モードの冷媒流れを
表す冷媒回路図である。
【００６８】
　室内機７０Ａが冷房運転を行い、室内機７０Ｂが暖房運転を行う場合について説明する
。電磁弁７、室外機側流路切替部３０ａの第１電磁弁３１ａ、室外機側流路切替部３０ｂ
の第１電磁弁３１ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第２電磁弁８２Ａ、及び室内機側流路
切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂは開いた状態となっている。室外機側流路切替部３０ａ
の第２電磁弁３２ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂ、室内機側流路切替
部８０Ａの第１電磁弁８１Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第２電磁弁８２Ｂは閉じ
た状態となっている。
　なお、バイパス回路４５ａの電磁弁４６ａやバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂは、圧
縮機２の容量に応じて開閉させることとなる。ここでは、バイパス回路４５ａの電磁弁４
６ａ及びバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂを閉じた状態で説明する。
【００６９】
　低圧低温の蒸気状冷媒は圧縮機２ａにより圧縮され、中圧の蒸気状冷媒となって配管２
０に吐出される。この中圧の蒸気状冷媒は圧縮機２ｂにより圧縮され、高圧高温の蒸気状
冷媒となって配管２１ａに吐出される。圧縮機２ｂから吐出された高圧高温の蒸気状冷媒
は、配管２１ａに流入する。配管２１ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、分岐部２１
ｂで分岐され、室外機側分岐配管２１ｃ及び室内機側分岐配管２１ｄに流入する。
【００７０】
　室外機側分岐配管２１ｃに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、室外機側流路切替部３０
ａ及び室外機側流路切替部３０ｂのそれぞれに流入する。
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　室外機側流路切替部３０ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁３１ａを通
り、室外熱交換器１０ａに流入する。そして、ファン５ａから送られる外気に放熱しなが
ら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。室外熱交換器１０ａを出た高圧の液状冷媒は
、配管２４ａに流入する。
　また、室外機側流路切替部３０ｂに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁３１
ｂを通り、室外熱交換器１０ｂに流入する。そして、ファン５ｂから送られる外気に放熱
しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。室外熱交換器１０ｂを出た高圧の液状
冷媒は、配管２４ｂに流入する。
【００７１】
　室外熱交換器１０ａを出た（配管２４ａに流入した）高圧低温の液状冷媒と室外熱交換
器１０ｂを出た（配管２４ｂに流入した）高圧低温の液状冷媒とは、分岐部２４ｃで合流
し、配管２５に流入する。配管２５に流入した高圧低温の液状冷媒は、ＬＥＶ６を通って
内部熱交換器３４に流入する。そして、インジェクション回路４０を流れる二相冷媒によ
り冷却され、分岐部２６に流入する。分岐部２６に流入した高圧低温の液状冷媒は、分岐
され、配管９２とインジェクション回路４０とに流入する。なお、本実施の形態１ではＬ
ＥＶ６の開度を全開としている。
【００７２】
　一方、室内機側分岐配管２１ｄに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、室内機側流路切替
部８０Ｂに流入する。室内機側流路切替部８０Ｂに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第
１電磁弁８１Ｂを通り、室内熱交換器７１Ｂに流入する。そして、ファン７２Ｂから送ら
れる空調空間の空気に放熱しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。つまり、室
内熱交換器７１Ｂ（室内機７０Ｂ）が設置されている空調空間の暖房をする。室内熱交換
器７１Ｂを出た高圧低温の液状冷媒は、ＬＥＶ７３Ｂに流入する。そして、ＬＥＶ７３Ｂ
で減圧されて低温の二相状態の冷媒となり、配管９１Ｂに流入する。なお本実施の形態１
では、圧力検知装置５１の検知値より求められる飽和液温度から温度検知装置７５Ｂの検
知値を引いた値であるサブクール値が一定（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ７３Ｂ
は制御されている。
【００７３】
　配管９１Ｂに流入した低温の二相冷媒と配管９２に流入した高圧低温の液状冷媒とは、
分岐部９１Ｃで合流し、配管９１Ａを介してＬＥＶ７３Ａに流入する。そして、減圧され
て低圧低温の二相冷媒となり、室内熱交換器７１Ａに流入する。そして、ファン７２Ａか
ら送られる空調空間の空気から吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。つまり、
室内熱交換器７１Ａ（室内機７０Ａ）が設置されている空調空間の冷房をする。室内熱交
換器７１Ａを出た低圧の蒸気状冷媒は、室内機側流路切替部８０Ａに流入する。室内機側
流路切替部８０Ａに流入した低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁８２Ａを通り、室内機側分
岐配管２２ｄに流入する。なお本実施の形態１では、温度検知装置７４Ａの検知値から温
度検知装置７５Ａの検知値を引いた値であるスーパーヒート値が一定（例えば５℃）とな
るように、ＬＥＶ７３Ａの開度は制御されている。
【００７４】
　室内機側分岐配管２２ｄを出た低圧の蒸気状冷媒は、分岐部２２ｂ及び配管２２ａを通
り、圧縮機２ｂに吸入される。
【００７５】
　分岐部２６からインジェクション回路４０に流入した高圧低温の液状冷媒は、ＬＥＶ４
１で減圧されて中圧低温の二相冷媒となり、内部熱交換器３４に流入する。そして、配管
２５を流れる高圧低温の液状冷媒から吸熱して蒸発し、中圧の蒸気状冷媒となる。内部熱
交換器３４を出た中圧の蒸気状冷媒は、配管２７及び電磁弁７を通って配管２２ａを流れ
る低圧の蒸気状冷媒と合流し、圧縮機２ｂに吸入される。なお本実施の形態１では、温度
検知装置６２（温度検知装置６２ａ及び温度検知装置６２ｂの少なくとも一方）の検知値
から圧力検知装置５２より求められる飽和ガス温度を引いた値であるスーパーヒートが所
定の温度（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ４１は制御されている。また、ＬＥＶ４
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２の開度は閉状態となっている。
【００７６】
　なお、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量
は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求めら
れる飽和温度が一定の値となるように制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２
ｂの容量（周波数）やファン５ａ及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値か
ら求められる飽和温度が４５℃、圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となる
ように制御されている。なお、これら飽和温度は、飽和液温度と飽和ガス温度の平均値を
示している。
【００７７】
　低外気温条件で暖房運転を行っていると、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂ
に付着した凝縮水が氷結して着霜してしまうことがある。そこで、本実施の形態１に係る
空気調和装置１００は、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂに付着した霜を除去
するため、霜取運転を行っている。なお、本実施の形態１では、暖房運転を行いながら霜
取運転を行っている。
【００７８】
（霜取運転）
　図７は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の霜取運転の冷媒流れの一例を表す
冷媒回路図である。この図は全暖房運転モードのときの霜取運転を示している。
【００７９】
　全暖房運転モード時に室外熱交換器１０ａの霜取りを行う場合、室外機側流路切替部３
０ａの第１電磁弁３１ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂ、室内機側流路
切替部８０Ａの第１電磁弁８１Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂは
開いた状態となっている。電磁弁７、室外機側流路切替部３０ａの第２電磁弁３２ａ、室
外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第２電磁弁８
２Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第２電磁弁８２Ｂは閉じた状態となっている。
　なお、バイパス回路４５ａの電磁弁４６ａやバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂは、圧
縮機２の容量に応じて開閉させることとなる。ここでは、バイパス回路４５ａの電磁弁４
６ａ及びバイパス回路４５ｂの電磁弁４６ｂを閉じた状態で説明する。
【００８０】
　低圧低温の蒸気状冷媒は圧縮機２ａにより圧縮され、中圧の蒸気状冷媒となって配管２
０に吐出される。この中圧の蒸気状冷媒は圧縮機２ｂにより圧縮され、高圧高温の蒸気状
冷媒となって配管２１ａに吐出される。圧縮機２ｂから吐出された高圧高温の蒸気状冷媒
は、配管２１ａに流入する。配管２１ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、分岐部２１
ｂで分岐され、室外機側分岐配管２１ｃ及び室内機側分岐配管２１ｄに流入する。
【００８１】
　室内機側分岐配管２１ｄに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、室内機側流路切替部８０
Ａ及び室内機側流路切替部８０Ｂのそれぞれに流入する。
【００８２】
　室内機側流路切替部８０Ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁８１Ａを通
り、室内熱交換器７１Ａに流入する。そして、ファン７２Ａから送られる空調空間の空気
に放熱しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７１Ａ（
室内機７０Ａ）が設置されている空調空間の暖房をする。室内熱交換器７１Ａを出た高圧
の液状冷媒は、ＬＥＶ７３Ａに流入する。そして、ＬＥＶ７３Ａで減圧されて二相状態の
冷媒となり、配管９１Ａに流入する。なお本実施の形態１では、圧力検知装置５１の検知
値より求められる飽和液温度から温度検知装置７５Ａの検知値を引いた値であるサブクー
ル値が一定（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ７３Ａの開度は制御されている。
【００８３】
　また、室内機側流路切替部８０Ｂに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第１電磁弁８１
Ｂを通り、室内熱交換器７１Ｂに流入する。そして、ファン７２Ｂから送られる空調空間
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の空気に放熱しながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。つまり、室内熱交換器７
１Ｂ（室内機７０Ｂ）が設置されている空調空間の暖房をする。室内熱交換器７１Ｂを出
た高圧の液状冷媒は、ＬＥＶ７３Ｂに流入する。そして、ＬＥＶ７３Ｂで減圧されて二相
状態の冷媒となり、配管９１Ｂに流入する。なお本実施の形態１では、圧力検知装置５１
の検知値より求められる飽和液温度から温度検知装置７５Ｂの検知値を引いた値であるサ
ブクール値が一定（例えば１０℃）となるように、ＬＥＶ７３Ｂの開度は制御されている
。
【００８４】
　ＬＥＶ７３Ａを出た（配管９１Ａに流入した）二相冷媒とＬＥＶ７３Ｂを出た（配管９
１Ｂに流入した）二相冷媒とは、分岐部９１Ｃで合流し、配管９２に流入する。そして、
配管９２に流入した二相冷媒は、分岐部２６で分岐され、配管２５とインジェクション回
路４０とに流入する。
【００８５】
　配管２５に流入した二相冷媒は、内部熱交換器３４に流入する。そして、インジェクシ
ョン回路４０を流れる二相冷媒により冷却され、ＬＥＶ６に流入する。ＬＥＶ６に流入し
た低温の二相冷媒は、所定の圧力に減圧され、分岐部２４ｃに流入する。なお本実施の形
態１では、圧力検知装置５３の検知値が一定の値（例えば１．４ＭＰａ）となるように、
ＬＥＶ６は制御されている。
【００８６】
　分岐部２４ｃに流入した低圧低温の二相冷媒は、配管２４ｂを通って、室外熱交換器１
０ｂに流入する。室外熱交換器１０ｂに流入した低圧低温の二相冷媒は、ファン５ｂから
送られる外気から吸熱しながら蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。室外熱交換器１０ｂを
出た低圧の蒸気状冷媒は、室外機側流路切替部３０ｂに流入する。室外機側流路切替部３
０ｂに流入した低圧の蒸気状冷媒は、第２電磁弁３２ｂを通って室外機側分岐配管２２ｃ
に流入する。室外機側分岐配管２２ｃに流入した低圧の蒸気状冷媒は、分岐部２２ｂ及び
配管２２ａを通り、圧縮機２ｂに吸入される。
【００８７】
　分岐部２６からインジェクション回路４０に流入した二相冷媒は、ＬＥＶ４１で減圧さ
れて中圧の二相冷媒となり、内部熱交換器３４に流入する。そして、配管２５を流れる二
相冷媒から吸熱して蒸発し、中圧の蒸気状冷媒となる。なお本実施の形態１では、圧縮機
２ｂの吐出側のスーパーヒートが所定の温度（運転条件により異なる）となるように、Ｌ
ＥＶ４１の開度は制御されている。圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートとは、温度検知
装置６１の検知値から圧力検知装置５１の検知値より求められる飽和ガス温度を引いた値
である。
　ＬＥＶ４１を出た中圧の蒸気状冷媒は、所定の開度に制御されたＬＥＶ４２を通り、圧
縮機２の圧縮過程（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）に流入する（インジ
ェクションされる）。
【００８８】
　一方、室外機側分岐配管２１ｃに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、室外機側流路切替
部３０ａに流入する。室外機側流路切替部３０ａに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、第
１電磁弁３１ａを通り、室外熱交換器１０ａに流入する。そして、室外熱交換器１０ａに
付着した霜を溶かしながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる。このとき、ファン５
ａは停止されている。
　室外熱交換器１０ａを出た高圧低温の液状冷媒は、分岐部２４ｃで配管２５から流入し
てきた低圧低温の二相冷媒と合流し、配管２４ｂに流入する。
【００８９】
　圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１
の検知値から求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求められる飽和温度が一定の
値となるように制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）や
ファン５ａ及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度
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が５０℃、圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となるように制御されている
。なお、これら飽和温度は、飽和液温度と飽和ガス温度の平均値を示している。
【００９０】
　なお、全暖房運転モード時に室外熱交換器１０ｂの霜取りを行う場合には、図８に示す
ようにすればよい。
　図８は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の霜取運転の冷媒流れの別の一例を
表す冷媒回路図である。図８に示す冷媒流れは、図７に示す冷媒流れと基本的に同じであ
る。しかしながら、室外機側流路切替部３０ａの第２電磁弁３２ａ及び室外機側流路切替
部３０ｂの第１電磁弁３１ｂが開いた状態となっており、室外機側流路切替部３０ａの第
１電磁弁３１ａ及び室外機側流路切替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂが閉じた状態となって
いる点が、図７と異なっている。
【００９１】
　これにより、室外機側分岐配管２１ｃに流入した高圧高温の蒸気状冷媒は、室外機側流
路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂを通って、室外熱交換器１０ｂに流入する。そして、
室外熱交換器１０ｂに付着した霜を溶かしながら凝縮液化し、高圧低温の液状冷媒となる
。
　また、配管２５から流入してきた低圧低温の二相冷媒と室外熱交換器１０ａを出た高圧
低温の液状冷媒は、配管２４ａを通って、室外熱交換器１０ａに流入する。室外熱交換器
１０ａに流入した低圧低温の二相冷媒は、ファン５ａから送られる外気から吸熱しながら
蒸発し、低圧の蒸気状冷媒となる。
【００９２】
（暖房時制御）
　続いて、本実施の形態１に係る空気調和装置１００の暖房運転時の制御方法の一例につ
いて説明する。なお、以下では、空気調和装置１００の冷媒回路に設けられた電磁弁の開
閉制御、ＬＥＶの開度制御に着目して説明する。
【００９３】
　図９は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の暖房運転時の制御方法の一例を示
すフローチャートである。
　全暖房運転又は暖房主体運転が開始されると（ステップＳ１）、室外機側流路切替部３
０ａ、室外機側流路切替部３０ｂ、室内機側流路切替部８０Ａ及び室内機側流路切替部８
０Ｂ等の流路を全暖房運転モード又は暖房主体運転モードの流路に設定する。例えば全暖
房運転モードの場合、室外機側流路切替部３０ａの第２電磁弁３２ａ、室外機側流路切替
部３０ｂの第２電磁弁３２ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第１電磁弁８１Ａ、及び室内
機側流路切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂを開く。電磁弁７、室外機側流路切替部３０ａ
の第１電磁弁３１ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂ、室内機側流路切替
部８０Ａの第２電磁弁８２Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第２電磁弁８２Ｂを閉じ
る。また、ＬＥＶ６の開度は全開、ＬＥＶ４１の開度は全閉、ＬＥＶ４２の開度は任意の
開度に設定される（ステップＳ２）。
【００９４】
　暖房運転開始直後（冷媒回路内の冷媒流れが安定するまで）は、インジェクション回路
４０内の冷媒は密度が薄い状態となっている。この密度の薄い冷媒を圧縮機２の圧縮過程
（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）にインジェクションすると、圧縮機２
ｂの吐出する冷媒の温度が過度に上昇してしまう。暖房運転開始直後（冷媒回路内の冷媒
流れが安定するまで）、ＬＥＶ４１の開度を全閉としておくことで、圧縮機２ｂが吐出す
る冷媒の過度の温度上昇を防止することができる。また、暖房運転開始直後（冷媒回路内
の冷媒流れが安定するまで）、ＬＥＶ６の開度を全開にしておくことにより、圧縮機２ａ
が吸引する冷媒の圧力低下に起因する圧縮機２の容量増加不足を防止することができる。
【００９５】
　なお、ファン５ａ及びファン５ｂの風量は、上述の通り、圧力検知装置５１の検知値か
ら求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求められる飽和温度が一定の値となるよ
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うに制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ａ
及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度が５０℃、
圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となるように制御されている。
【００９６】
　ステップＳ３では、全暖房運転又は暖房主体運転が開始されてから所定時間（例えば１
０分）経過したか否かを判断する。全暖房運転又は暖房主体運転が開始されてから所定時
間（例えば１０分）経過していればステップＳ４に進み、全暖房運転又は暖房主体運転が
開始されてから所定時間（例えば１０分）経過していなければステップＳ２に戻る。
【００９７】
　ステップＳ４では、全暖房運転又は暖房主体運転が継続しているか否かを判断する。全
暖房運転又は暖房主体運転が継続していればステップＳ５に進み、全暖房運転又は暖房主
体運転が継続していなければステップＳ２に戻る。ステップＳ５では、ＬＥＶ４１を所定
の開度まで開き、ＬＥＶ６を所定の開度まで絞る。ステップＳ６では、圧力検知装置５３
の制御目標値（例えば１．４ＭＰａ）を設定する。また、圧縮機２ｂの吐出側のスーパー
ヒートの制御目標値を設定する。なお、圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの最初の制
御目標値は任意の設定値とする。
【００９８】
　ステップＳ７では、圧力検知装置５３の検知値がステップＳ６で設定した制御目標値（
例えば１．４ＭＰａ）となるように、ＬＥＶ６の開度を調整する。また、圧縮機２ｂの吐
出側のスーパーヒートがステップＳ６で設定した制御目標値となるように、ＬＥＶ４１の
開度を調整する。
　ステップＳ８では、圧力検知装置５３の制御目標値及び圧縮機２ｂの吐出側のスーパー
ヒートの制御目標値が設定されてから所定時間（例えば１分）経過したか否かを判断する
。所定時間経過していなければ、ステップＳ７に戻り、圧力検知装置５３の検知値がステ
ップＳ６で設定した制御目標値（例えば１．４ＭＰａ）となるように、ＬＥＶ６の開度を
調整する。また、圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートがステップＳ６で設定した制御目
標値となるように、ＬＥＶ４１の開度を調整する。所定時間経過していれば、ステップＳ
６に戻り、空気調和装置１００の運転条件等に応じて圧力検知装置５３の制御目標値及び
圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの制御目標値を再設定する。
【００９９】
　ここで、ステップＳ６で圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの制御目標値を再設定す
る場合、例えば、圧縮機２の容量を示す圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの周波数に基づいて制
御目標値を決定する。例えば圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの周波数が７０Ｈｚ以上の場合、
圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの制御目標値を１０℃とする。例えば圧縮機２ａ及
び圧縮機２ｂの周波数が４０Ｈｚ以上７０Ｈｚ未満の場合、圧縮機２ｂの吐出側のスーパ
ーヒートの制御目標値を３０℃とする。例えば圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの周波数が４０
Ｈｚ未満の場合、圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの制御目標値を５０℃とする。
【０１００】
　外気温度が低くなると、外気から吸熱するために、蒸発器として機能する室外熱交換器
１０ａ及び室外熱交換器１０ｂを流れる冷媒の蒸発圧力を低下させる必要がある。このと
き、空調空間を所望の温度に暖房するために、凝縮器として機能する室内熱交換器７１Ａ
及び室内熱交換器７１Ｂを流れる冷媒の凝縮圧力は維持しておく必要がある。このため、
圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）を大きくする必要がある。しかしながら、圧
縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）を大きくすると、圧縮機２ｂが吐出する冷媒の
温度が過度に上昇する。したがって、信頼性維持等のため、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの
容量（周波数）をある値以上にすることはできない。このため、外気温度がさらに低くな
ると、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）がその使用範囲の上限となっても、冷
媒を十分な高圧高温状態に圧縮できなくなる。そこで、圧縮機２の圧縮過程（圧縮機２ａ
と圧縮機２ｂとを接続する配管２０）にインジェクション回路４０から冷媒をインジェク
ションすることにより、圧縮機２ｂが吐出する冷媒の過度の温度上昇を防止しながら、圧
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縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）を大きくする必要がある。
【０１０１】
　本実施の形態１では、圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの制御目標値により、イン
ジェクション回路４０から圧縮機２への冷媒インジェクション量を制御している。このイ
ンジェクション量は、ＬＥＶ４２の開度で調整される。例えば、圧縮機２ｂの吐出側のス
ーパーヒートの制御目標値を小さくするほど、インジェクション回路４０から圧縮機２へ
の冷媒インジェクション量が増加する。これにより、圧縮機２の冷媒圧縮能力を大きくす
ることができる。また、例えば、圧縮機２ｂの吐出側のスーパーヒートの制御目標値を大
きくするほど、インジェクション回路４０から圧縮機２への冷媒インジェクション量が減
少する。これにより、圧縮機２の運転効率を良くすることができる。なお、本実施の形態
１では圧縮機２を構成する圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの周波数を同じに制御しているが、
圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの周波数をそれぞれ別々の周波数に制御してもよい。
【０１０２】
　次に、暖房運転モード時に室外熱交換器の霜取りを行う場合の制御方法の一例を説明す
る。
【０１０３】
　図１０は、本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の霜取運転時の制御方法の一例を
示すフローチャートである。
　全暖房運転又は暖房主体運転が開始されると（ステップＳ１１）、室外機側流路切替部
３０ａ、室外機側流路切替部３０ｂ、室内機側流路切替部８０Ａ及び室内機側流路切替部
８０Ｂ等の流路を全暖房運転モード又は暖房主体運転モードの流路に設定する。例えば全
暖房運転モードの場合、室外機側流路切替部３０ａの第２電磁弁３２ａ、室外機側流路切
替部３０ｂの第２電磁弁３２ｂ、室内機側流路切替部８０Ａの第１電磁弁８１Ａ、及び室
内機側流路切替部８０Ｂの第１電磁弁８１Ｂを開く。電磁弁７、室外機側流路切替部３０
ａの第１電磁弁３１ａ、室外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂ、室内機側流路切
替部８０Ａの第２電磁弁８２Ａ、及び室内機側流路切替部８０Ｂの第２電磁弁８２Ｂを閉
じる。また、ＬＥＶ６の開度は全開、ＬＥＶ４１の開度は全閉、ＬＥＶ４２の開度は任意
の開度に設定される（ステップＳ１２）。
【０１０４】
　暖房運転開始直後（冷媒回路内の冷媒流れが安定するまで）は、インジェクション回路
４０内の冷媒は密度が薄い状態となっている。この密度の薄い冷媒を圧縮機２の圧縮過程
（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）にインジェクションすると、圧縮機２
ｂの吐出する冷媒の温度が過度に上昇してしまう。暖房運転開始直後（冷媒回路内の冷媒
流れが安定するまで）、ＬＥＶ４１の開度を全閉しておくことで、圧縮機２ｂが吐出する
冷媒の過度の温度上昇を防止することができる。また、暖房運転開始直後（冷媒回路内の
冷媒流れが安定するまで）、ＬＥＶ６の開度を全開にしておくことにより、圧縮機２ａが
吸引する冷媒の圧力低下に起因する圧縮機２の容量増加不足を防止することができる。
【０１０５】
　なお、ファン５ａ及びファン５ｂの風量は、上述の通り、圧力検知装置５１の検知値か
ら求められる飽和温度及び圧力検知装置５２から求められる飽和温度が一定の値となるよ
うに制御されている。例えば、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの容量（周波数）やファン５ａ
及びファン５ｂの風量は、圧力検知装置５１の検知値から求められる飽和温度が５０℃、
圧力検知装置５２から求められる飽和温度が０℃となるように制御されている。
【０１０６】
　ステップＳ１３では、全暖房運転又は暖房主体運転が開始されてから所定時間（例えば
１０分）経過したか否かを判断する。全暖房運転又は暖房主体運転が開始されてから所定
時間（例えば１０分）経過していればステップＳ１４に進み、全暖房運転又は暖房主体運
転が開始されてから所定時間（例えば１０分）経過していなければステップＳ１２に戻る
。
　なお、上記のステップＳ１１～ステップＳ１３までは、暖房運転時（図９）のステップ
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Ｓ１～ステップＳ３と同じである。
【０１０７】
　ステップＳ１４では、全暖房運転又は暖房主体運転が継続しているか否かを判断する。
全暖房運転又は暖房主体運転が継続していれば、ステップＳ１５に進み、温度検知装置６
２ａ及び温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば－１０℃）よりも低いか否かを
判定する。全暖房運転又は暖房主体運転が継続していなければ、ステップＳ１６に進み、
温度検知装置６２ａ及び温度検知装置６２ｂでの温度検知を行わない。
【０１０８】
　上述のようにステップＳ１５では、温度検知装置６２ａ及び温度検知装置６２ｂの検知
値が所定温度（例えば－１０℃）よりも低いか否かを判定する。
　室外熱交換器１０ａや室外熱交換器１０ｂに霜が付着すると、室外熱交換器１０ａや室
外熱交換器１０ｂの熱交換能力が低下する。このため、空気調和装置１００は、室外熱交
換器１０ａや室外熱交換器１０ｂの熱交換能力を維持するために、室外熱交換器１０ａ及
び室外熱交換器１０ｂに流入する冷媒の温度を低下させる。本実施の形態１では、室外熱
交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂに流入する冷媒の温度（温度検知装置６２ａ及び温
度検知装置６２ｂの検知値）が所定温度（例えば－１０℃）よりも低くなった場合に、室
外熱交換器１０ａや室外熱交換器１０ｂに除去が必要な量の霜が付着したと判断している
。
【０１０９】
　温度検知装置６２ａ及び温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば－１０℃）よ
りも低い場合（室外熱交換器１０ａや室外熱交換器１０ｂに霜が付着したと判断した場合
）はステップＳ１７に進む。また、温度検知装置６２ａ及び温度検知装置６２ｂの検知値
が所定温度（例えば－１０℃）以上の場合（室外熱交換器１０ａや室外熱交換器１０ｂに
霜が付着したと判断した場合、又は霜が付着しても室外熱交換器１０ａや室外熱交換器１
０ｂの熱交換能力を維持可能と判断した場合）はステップＳ１４に戻る。
【０１１０】
　ステップＳ１７では、室外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂを開き、第２電磁
弁３２ｂを閉じる。また、ファン５ｂを停止させる。これにより、圧縮機２ｂから吐出さ
れた高圧高温の蒸気状冷媒が室外熱交換器１０ｂに流入し、室外熱交換器１０ｂに付着し
た霜を溶かす（霜取りを行う）ことができる。
【０１１１】
　ステップＳ１８では、温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば１０℃）より高
いか否かを判定する。室外熱交換器１０ｂに付着した霜が溶けることにより、室外熱交換
器１０ｂから流出する冷媒の温度（つまり、温度検知装置６２ｂが検知する冷媒の温度）
が上昇する。本実施の形態１では、温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば１０
℃）より高くなった場合に、室外熱交換器１０ｂの霜取りが完了したと判断している。
　温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば１０℃）以下の場合は引き続き霜取運
転を継続し、温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば１０℃）より高くなった場
合はステップＳ１９に進む。
【０１１２】
　ステップＳ１９では、室外機側流路切替部３０ｂの第１電磁弁３１ｂを閉じ、第２電磁
弁３２ｂを開く。つまり、室外熱交換器１０ｂが蒸発器として機能できるように、流路を
戻す。また、ファン５ｂを所定の風量となるように回転させる。
【０１１３】
　続いて、室外熱交換器１０ａの霜を溶かす（霜取りを行う）ため、ステップＳ２０では
、室外機側流路切替部３０ａの第１電磁弁３１ａを開き、第２電磁弁３２ａを閉じる。ま
た、ファン５ａを停止させる。これにより、圧縮機２ａから吐出された高圧高温の蒸気状
冷媒が室外熱交換器１０ａに流入し、室外熱交換器１０ａに付着した霜を溶かす（霜取り
を行う）ことができる。
【０１１４】
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　ステップＳ２１では、温度検知装置６２ａの検知値が所定温度（例えば１０℃）より高
いか否かを判定する。温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば１０℃）以下の場
合は、引き続き霜取運転を継続する。温度検知装置６２ｂの検知値が所定温度（例えば１
０℃）より高くなった場合は、室外熱交換器１０ａの霜取りが完了したと判断し、ステッ
プＳ２２に進む。
【０１１５】
　ステップＳ２２では、室外機側流路切替部３０ａの第１電磁弁３１ａを閉じ、第２電磁
弁３２ａを開く。つまり、室外熱交換器１０ａが蒸発器として機能できるように、流路を
戻す。また、ファン５ａを所定の風量となるように回転させる。その後、ステップＳ１３
に戻る。
【０１１６】
　なお、本実施の形態１では予め定められた所定の順番で順次室外熱交換器の霜取りを行
っていったが、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂに着霜を検出する装置を設け
、着霜した室外熱交換器の霜取りを行うようにしてもよい。室外熱交換器１０ａ及び室外
熱交換器１０ｂの双方の霜取りが同時に行われなければ、暖房運転を継続しながら室外熱
交換器の霜取りを行うことが可能である。
【０１１７】
　このように構成された空気調和装置１００においては、インジェクション回路４０を介
して圧縮機２の圧縮過程（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）に冷媒をイン
ジェクションすることができるので、低外気温度時においても、圧縮機２は冷媒を高圧高
温状態に圧縮することができる。このため、凝縮器として機能する室内熱交換器７１Ａ及
び室内熱交換器７１Ｂに十分な量の冷媒を圧送することができる。したがって、低外気温
度時でも所望の暖房能力を維持することができる、冷暖同時運転可能な空気調和装置１０
０を得ることができる。なお、本実施の形態１ではインジェクション回路４０に内部熱交
換器３４及びＬＥＶ４１を設けているが、これらを設けなくとも、低外気温度時でも所望
の暖房能力を維持することが可能である。
【０１１８】
　また、インジェクション回路４０にＬＥＶ４２を設けているので、圧縮機２の圧縮過程
（圧縮機２ａと圧縮機２ｂとを接続する配管２０）にインジェクションする冷媒量を調整
することができる。このため、空気調和装置１００の運転条件に応じて適切な量の冷媒を
インジェクションすることができる。
【０１１９】
　また、圧縮機２を複数の圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂで構成しているので、それぞれの圧
縮機の容量（周波数）を適切な容量（周波数）に制御することで、圧縮機２の運転効率を
向上させることができる。なお、圧縮機２は必ずしも２つである必要はなく、例えば３つ
等、任意の数の圧縮機で構成することができる。
【０１２０】
　また、室外機側流路切替部３０ａ、室外機側流路切替部３０ｂ、室内機側流路切替部８
０Ａ及び室内機側流路切替部８０Ｂのそれぞれを二方弁の電磁弁で構成しているので、室
外機側流路切替部３０ａ、室外機側流路切替部３０ｂ、室内機側流路切替部８０Ａ及び室
内機側流路切替部８０Ｂを安価に製作することができる。
【０１２１】
　なお、本実施の形態１では空気調和装置１００に２つの室内機７０Ａ及び室内機７０Ｂ
が設けられていたが、空気調和装置１００に設けられる室内機の数は任意である。また、
室外機１には２つの室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂが設けられているが、室
外熱交換器の数も任意である。例えば、室外機１に３つの室外熱交換器を設けてもよい。
【０１２２】
実施の形態２．
　本実施の形態２では、バイパス回路４５ａの電磁弁４６ａ及びバイパス回路４５ｂの電
磁弁４６ｂの動作について説明する。なお、本実施の形態２において、特に記述しない項
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目については実施の形態１と同様とし、同一の機能や構成については同一の符号を用いて
述べることとする。
【０１２３】
　図１に示すように圧縮機２が複数の圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂで構成されている場合、
空気調和装置１００の運転条件によっては、一方の圧縮機のみを駆動させた方が空気調和
装置１００の運転効率がよい場合がある。
【０１２４】
　例えば、圧縮機２の容量が大きい場合、圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの双方を駆動させる
。このため、電磁弁４６ａ及び電磁弁４６ｂの双方を閉じ、バイパス回路４５ａ及びバイ
パス回路４５ｂに冷媒が流れないようにする。
【０１２５】
　例えば、全冷房運転モード又は冷房主体運転モードにおいて室内熱交換器７１Ａ及び室
内熱交換器７１Ｂ（又はどちらか一方）の冷媒負荷が小さい場合、圧縮機２ｂから吐出さ
れる冷媒の圧力（圧力検知装置５１で検知される圧力）を小さくして、室外熱交換器１０
ａ及び室外熱交換器１０ｂ（又はどちらか一方）の放熱能力を小さくすることができる。
つまり、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂ（又はどちらか一方）を流れる冷媒
の凝縮圧力（凝縮温度）を小さくすることができる。この場合、低圧縮比で効率の良い圧
縮機２ａのみを駆動させることにより、空気調和装置１００の運転効率が良くなる。した
がって、電磁弁４６ｂを開いてバイパス回路４５ｂに冷媒を流し、圧縮機２ｂの駆動を停
止させる。
【０１２６】
　例えば、全暖房運転モード又は暖房主体運転モードにおいて室内熱交換器７１Ａ及び室
内熱交換器７１Ｂ（又はどちらか一方）の暖房負荷が小さい場合、室外熱交換器１０ａ及
び室外熱交換器１０ｂ（又はどちらか一方）の吸熱能力を小さくすることができる。つま
り、室外熱交換器１０ａ及び室外熱交換器１０ｂ（又はどちらか一方）を流れる冷媒の蒸
発圧力（蒸発温度）を大きくすることができる。この場合、高圧縮比で効率の良い圧縮機
２ｂのみを駆動させることにより、空気調和装置１００の運転効率が良くなる。したがっ
て、電磁弁４６ａを開いてバイパス回路４５ａに冷媒を流し、圧縮機２ａの駆動を停止さ
せる。
【０１２７】
　このように構成された空気調和装置１００においては、電磁弁４６ａ及び電磁弁４６ｂ
を開閉させて圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂの一方のみを駆動させることができる。したがっ
て、空気調和装置１００の運転効率が向上する。
　なお、上記の電磁弁４６ａ及び電磁弁４６ｂの動作は一例である。全冷房運転モード又
は冷房主体運転モードにおいて、電磁弁４６ａを開いてバイパス回路４５ａに冷媒を流し
、圧縮機２ａの駆動を停止させてもよい。全暖房運転モード又は暖房主体運転モードにお
いて、電磁弁４６ｂを開いてバイパス回路４５ｂに冷媒を流し、圧縮機２ｂの駆動を停止
させてもよい。
【０１２８】
実施の形態３．
　実施の形態１及び実施の形態２では圧縮機２を２つの圧縮機２ａ及び圧縮機２ｂで構成
したが、圧縮機２を１つの圧縮機で構成してもよい。なお、本実施の形態３において、特
に記述しない項目については実施の形態１又は実施の形態２と同様とし、同一の機能や構
成については同一の符号を用いて述べることとする。
【０１２９】
　図１１は、本発明の実施の形態３に係る空気調和装置の一例を示す冷媒回路図である。
　本実施の形態３に係る空気調和装置１００の冷媒回路は、実施の形態１に示す空気調和
装置１００の冷媒回路と基本的に同じである。しかしながら、本実施の形態３に係る空気
調和装置１００は、圧縮機２が１つの圧縮機で構成されている。そして、この圧縮機２の
冷媒圧縮過程にインジェクション回路４０が接続されている。
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　このように構成された空気調和装置１００においても、インジェクション回路４０を介
して圧縮機２の圧縮過程に冷媒をインジェクションすることができるので、低外気温度時
においても、圧縮機２は冷媒を高圧高温状態に圧縮することができる。このため、凝縮器
として機能する室内熱交換器７１Ａ及び室内熱交換器７１Ｂに十分な量の冷媒を圧送する
ことができる。したがって、低外気温度時でも所望の暖房能力を維持することができる、
冷暖同時運転可能な空気調和装置１００を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１】実施の形態１に係る空気調和装置の一例を示す冷媒回路図である。
【図２】実施の形態１に係る空気調和装置の全暖房運転モードの冷媒流れを表す冷媒回路
図である。
【図３】実施の形態１に係る空気調和装置の暖房主体運転モードの冷媒流れを表す冷媒回
路図である。
【図４】実施の形態１に係る空気調和装置の暖房主体運転モードにおける別の冷媒流れの
一例を表す冷媒回路図である。
【図５】実施の形態１に係る空気調和装置の全冷房運転モードの冷媒流れを表す冷媒回路
図である。
【図６】実施の形態１に係る空気調和装置の冷房主体運転モードの冷媒流れを表す冷媒回
路図である。
【図７】実施の形態１に係る空気調和装置の霜取運転の冷媒流れを表す冷媒回路図である
。
【図８】実施の形態１に係る空気調和装置の霜取運転の冷媒流れの別の一例を表す冷媒回
路図である。
【図９】本発明の実施の形態１に係る空気調和装置の暖房運転時の制御方法の一例を示す
フローチャートである。
【図１０】実施の形態１に係る空気調和装置の霜取運転時の制御方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１１】実施の形態３に係る空気調和装置の一例を示す冷媒回路図である。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　室外機、２（２ａ，２ｂ）　圧縮機、５ａ，５ｂ　ファン、６　ＬＥＶ、７　電磁
弁、１０ａ，１０ｂ　室外熱交換器、１１ａ，１１ｂ　接続口、１２ａ，１２ｂ　接続口
、２０　配管、２１ａ　配管、２１ｂ　分岐部、２１ｃ　室外機側分岐配管、２１ｄ　室
内機側分岐配管、２２ａ　配管、２２ｂ　分岐部、２２ｃ　室外機側分岐配管、２２ｄ　
室内機側分岐配管、２３ａ，２３ｂ　配管、２４ａ，２４ｂ　配管、２４ｃ　分岐部、２
５　配管、２６　分岐部、２７　配管、３０ａ，３０ｂ　室外機側流路切替部、３１ａ，
３１ｂ　第１電磁弁、３２ａ，３２ｂ　第２電磁弁、３４　内部熱交換器、４０　インジ
ェクション回路、４１　ＬＥＶ、４２　ＬＥＶ、４５ａ，４５ｂ　バイパス回路、４６ａ
，４６ｂ　電磁弁、５１　圧力検知装置、５２　圧力検知装置、５３　圧力検知装置、６
１　温度検知装置、６２ａ，６２ｂ　温度検知装置、６３　温度検知装置、７０Ａ，７０
Ｂ　室内機、７１Ａ，７１Ｂ　室内熱交換器、７２Ａ，７２Ｂ　ファン、７３Ａ，７３Ｂ
　ＬＥＶ、７４Ａ，７４Ｂ　温度検知装置、７５Ａ，７５Ｂ　温度検知装置、７６Ａ，７
６Ｂ　接続口、７７Ａ，７７Ｂ　接続口、８０Ａ，８０Ｂ　室内機側流路切替部、８１Ａ
，８１Ｂ　第１電磁弁、８２Ａ，８２Ｂ　第２電磁弁、９１Ａ，９１Ｂ　配管、９１Ｃ　
分岐部、９２　配管、１００　空気調和装置。
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